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○二松学舎大学クラブ連合会会則

第１章　　総　　則
第１条　本会は二松学舎大学クラブ連合会と称し、そ
の下に文化クラブ連合会及び体育連合会を置き、本
学、部・同好会・愛好会に所属する学生全員を以っ
てこれを組織し、事務所を千代田区三番町六番地、
及び千葉県柏市大井2590二松学舎大学内に置く。
第２条　本会は学問・文化・芸術・体育の活動を通じ
て学生生活の充実を計り、学問・文化・芸術・体育
の向上に寄与することを目的とする。

第２章　　機　　構
第３条　本会はその円滑な運営のため左記の機関を設
ける。
・クラブ総会
・合同部長会議
・文化クラブ連合会執行部
・体育連合会執行部
・リーダース・キャンプ
・その他必要に応じて作られる会
第１節　　クラブ総会

第４条　クラブ総会は、本会の最高議決機関とする。
第５条　クラブ総会は、左記の場合、文化クラブ連合
会、体育連合会両委員長によって招集開会される。
・年度定期大会（前期・後期各１回）
・ 合同部長会議、若くは文化クラブ連合会、体育
連合会両委員長の合意に基く場合

第６条　クラブ総会は本学、部・同好会・愛好会に所
属する学生全員をもって構成する。

　（但し、サークルはその傍聴のみ認める。）
第７条　クラブ総会は、クラブ執行部に提出された部
員名簿の３分の２以上の出席をもって成立とする。

　（委任状も含める。）
※ 後期クラブ総会前までに部員名簿の異同が生じた
場合は、クラブ執行部に届け出ること。

第８条　クラブ総会においては、少なくとも次の事項
を審議・決定する。
・新年度クラブ執行部役員の紹介
・リーダース・キャンプでの決定事項の報告
・前年度会計監査報告

第９条　クラブ総会における議題は、クラブ総会の10
日以上前までに文書で、クラブ執行部に提出された
ものを７日前までに行なわれる合同部長会議におい
て公布されたものに限る。

第10条　クラブ総会における発言権及び議決権は部・
同好会・愛好会に所属する学生がこれを有す。

第11条　クラブ昇降格に関する議題においては、当該
部の議決権はこれを有さない。
・ 昇格の決定においては、クラブ総会において
議決される。

・ 昇格の決定においては、リーダース・キャンプ
において議決される。

・ クラブ自ら降格希望願い提出、他団体から提出
いずれも降格願いの決定はクラブ総会において

議決される。
・ クラブ自ら降格希望願い提出、他団体から提出
いずれも降格願いの決定はリーダース・キャン
プにおいて議決される。

第12条　クラブ総会における議決は、２分の１以上の
賛成をもって成立とする。（但し、クラブ昇降格及
び新規加盟に関しては、３分の２以上の賛成をもっ
て成立とする。）

第２節　　合同部長会議
第13条　合同部長会議は、リーダース・キャンプに次
ぐ議決機関とする。
第14条　合同部長会議は、各部・同好会・愛好会の責
任者１名及びクラブ執行部をもって構成する。
第15条　合同部長会議は、次の場合開かれる。

・ 文化クラブ連合会、体育連合会両委員長の合意
に基く場合
・ 部・同好会・愛好会の責任者が、全ての部・同
好会・愛好会の過半数を越える連署をもって要
請した場合
・ 学年暦に関係する行事（主に合発・学舎祭・体
育祭等）の協議について両委員長が召集した場
合

（クラブ執行部で原案作成、合同部長会議に提案、審
議の後大学側に依頼）
第16条　削　除
第17条　合同部長会議における議決は出席者の２分の
１以上の賛成をもって成立とする。
※ 合同部長会議は全クラブの３分の２以上の出席を
もって成立とする。（委任状も含める）
第３節　　文化クラブ連合会執行部

第18条　文化クラブ連合会執行部の構成は次の通りに
する。
・委員長（３年生１名）
・副委員長（両方の事務所より各１名）
・ 渉外委員長（３年生１名、必要に応じて補佐を
置くことがある。）
・渉外（若干名）
・ 会計（３年生１名、必要に応じて補佐をおくこ
とがある。）
・ 書記（３年生１名、必要に応じて補佐をおくこ
とがある。）
（但し人数不足時はその限りではない）
・ 委員長、及び各委員は新年度以前に開かれるリ
ーダース・キャンプに於いて選出する。
・ 委員長、及び各委員は、リーダース・キャンプ
開催時の委員長による任命とする。

第19条　委員長及び各委員の任期は、４月１日より翌
年の３月31日までとする。

第４節　　体育連合会執行部
第20条　体育連合会執行部の構成は次の通りとする。

・委員長（３年生１名）
・副委員長（両方の事務所より各１名）
・ 渉外委員長（３年生１名、必要に応じて補佐を
置くことがある。）
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　　・渉外（若干名）
　　・ 会計（３年生１名、必要に応じて補佐をおくこ

とがある。）
　　・ 書記（３年生１名、必要に応じて補佐をおくこ

とがある。）
　　　（但し人数不足時はその限りではない）
　　・ 委員長、及び各委員は新年度以前に開かれるリ

ーダース・キャンプに於いて選出する。
　　・ 委員長、及び各委員は、リーダース・キャンプ

開催時の委員長による任命とする。
第21条　委員長及び各委員の任期は、４月１日より翌
年の３月31日までとする。

第５節　　リーダース・キャンプ
第22条　リーダース・キャンプは、クラブ総会に次ぐ
議決機関とする。（但し、後期クラブ総会に於いて
保留とされた件に関しては、クラブ総会にかわる最
高議決機関とする。）
第23条　リーダース・キャンプは、各部・同好会・愛
好会相互の親睦を計り、新年度の総計画を立てる。
第24条　リーダース・キャンプは、新年度以前に開か
れる。
第25条　リーダース・キャンプは、文化クラブ連合
会・体育連合会両委員長により招集される。
第26条　リーダース・キャンプは、原則として、各
部・同好会・愛好会より、会計を含む代表者４名、
及びクラブ執行部を以って構成する。
第27条　リーダース・キャンプにおいては最低次の項
に関して審議決定する。
　　・各部・同好会・愛好会の年度活動報告
　　・各部・同好会・愛好会の新年度活動方針
　　・各部・同好会・愛好会の会計報告
　　・クラブ総会において保留とされた議案
　　　（部・同好会・愛好会の昇降格に関する件等）
　　・その他問題事項に関する件
第28条　クラブ昇降格に関する議題においては、当該
部の議決権はこれを有さない。
　　・ 昇格の決定においては、クラブ総会において議

決される。
　　・ 昇格の決定においては、リーダース・キャンプ

において議決される。
　　・ クラブ自ら降格希望願い提出、他団体から提出

いずれも降格願いの決定はクラブ総会において
議決される。

　　・ クラブ自ら降格希望願い提出、他団体から提出
いずれも降格願いの決定はリーダース・キャン
プにおいて議決される。

第29条　リーダース・キャンプにおける議決は２分の
１以上の賛成をもって成立とする。（但しクラブ昇
降格に関しては、３分の２以上の賛成をもって成立
とする。）

第３章　　予　　算
第30条　クラブ連合会の新年度予算はクラブ執行部に
委ねリーダース・キャンプに於いて検討された結果
前期クラブ総会において発表する。

第31条　各部・同好会・愛好会への配当金の配分は原
則として年１回とする。
第32条　会計監査は年１回としその任はクラブ執行部
があたる。
　 　会計監査において不明瞭と判断された領収証が存
在した場合、その金額は学生会費に返還されるもの
とする。

第４章　　補　　則
第33条　本会則中の部・同好会・愛好会とは次のもの
をいう。
　　・ 部とは、活動が本会加盟以来３年以上を必要と

する。
　　・ 同好会とは、活動が本会加盟以来２年以上を必

要とする。
　　・愛好会とは、本会加盟を必要とする。
第34条　本会加盟に関しては左記に定める。
　　一、本会会則第２条の目的に合致していること。
　　一、 新規加盟の決定は、クラブ総会において議決

される。
第35条　本会所属の部・同好会・愛好会が本会を脱会
する場合は当該年度の配当金を10日以内に一括して
クラブ執行部に返還しなければならない。
　　・ 本会脱会の決定についてはクラブ総会において

議決される。
第36条　本会会則第２条の目的に反し、又は、本会運
営に支障をきたすと合同部長会議において全会一致
で認められた場合当該部・同好会・愛好会は本会よ
り除名処分にされる。
　（なお、配当金に関しては35条に準ずる。）
　　・ 緊急事態（顧問欠員等）の場合発覚により10日

以内に文体連委員長あてにその旨提出の後、合
同部長会議にかけられる。

第37条　本会則の改廃はクラブ執行部が原案を作成
し、クラブ総会に提案され、審議し、決定をみなけ
ればならない。
第38条　本会則は昭和56年５月11日より施行される。
第39条　本会運営に支障をきたすクラブに対して文化
クラブ連合会委員長、体育連合会委員長の権限によ
り訓告を下すことができる。
《注意について》
　・ 会計および金銭について、提出日より遅れた場

合、注意処分とする。
　・ 会計および金銭について、提出物遅延の連絡があ

っても指定された日に遅れた場合、注意処分とす
る。

　・ 書き直し等を考え、委任状の提出期限を会議の二
日前にする。それに遅れた場合、注意処分とする。

　・ 委任状を会議の当日や後日提出に来た場合、注意
処分とする。

　・ 不適切な理由で、合同部長会議および総会を途中
退出した場合、注意処分とする。

　・ 無断で合同部長会議および総会を欠席した場合、
注意処分とする。

　・ 合同部長会議および総会において、妨害行為を行
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○二松学舎大学クラブ連合会会則

第１章　　総　　則
第１条　本会は二松学舎大学クラブ連合会と称し、そ
の下に文化クラブ連合会及び体育連合会を置き、本
学、部・同好会・愛好会に所属する学生全員を以っ
てこれを組織し、事務所を千代田区三番町六番地、
及び千葉県柏市大井2590二松学舎大学内に置く。
第２条　本会は学問・文化・芸術・体育の活動を通じ
て学生生活の充実を計り、学問・文化・芸術・体育
の向上に寄与することを目的とする。

第２章　　機　　構
第３条　本会はその円滑な運営のため左記の機関を設
ける。
・クラブ総会
・合同部長会議
・文化クラブ連合会執行部
・体育連合会執行部
・リーダース・キャンプ
・その他必要に応じて作られる会
第１節　　クラブ総会

第４条　クラブ総会は、本会の最高議決機関とする。
第５条　クラブ総会は、左記の場合、文化クラブ連合
会、体育連合会両委員長によって招集開会される。
・年度定期大会（前期・後期各１回）
・ 合同部長会議、若くは文化クラブ連合会、体育
連合会両委員長の合意に基く場合

第６条　クラブ総会は本学、部・同好会・愛好会に所
属する学生全員をもって構成する。
　（但し、サークルはその傍聴のみ認める。）
第７条　クラブ総会は、クラブ執行部に提出された部
員名簿の３分の２以上の出席をもって成立とする。
　（委任状も含める。）
※ 後期クラブ総会前までに部員名簿の異同が生じた
場合は、クラブ執行部に届け出ること。

第８条　クラブ総会においては、少なくとも次の事項
を審議・決定する。
・新年度クラブ執行部役員の紹介
・リーダース・キャンプでの決定事項の報告
・前年度会計監査報告

第９条　クラブ総会における議題は、クラブ総会の10
日以上前までに文書で、クラブ執行部に提出された
ものを７日前までに行なわれる合同部長会議におい
て公布されたものに限る。
第10条　クラブ総会における発言権及び議決権は部・
同好会・愛好会に所属する学生がこれを有す。
第11条　クラブ昇降格に関する議題においては、当該
部の議決権はこれを有さない。
・ 昇格の決定においては、クラブ総会において
議決される。
・ 昇格の決定においては、リーダース・キャンプ
において議決される。
・ クラブ自ら降格希望願い提出、他団体から提出
いずれも降格願いの決定はクラブ総会において

議決される。
・ クラブ自ら降格希望願い提出、他団体から提出
いずれも降格願いの決定はリーダース・キャン
プにおいて議決される。

第12条　クラブ総会における議決は、２分の１以上の
賛成をもって成立とする。（但し、クラブ昇降格及
び新規加盟に関しては、３分の２以上の賛成をもっ
て成立とする。）

第２節　　合同部長会議
第13条　合同部長会議は、リーダース・キャンプに次
ぐ議決機関とする。

第14条　合同部長会議は、各部・同好会・愛好会の責
任者１名及びクラブ執行部をもって構成する。

第15条　合同部長会議は、次の場合開かれる。
・ 文化クラブ連合会、体育連合会両委員長の合意
に基く場合

・ 部・同好会・愛好会の責任者が、全ての部・同
好会・愛好会の過半数を越える連署をもって要
請した場合

・ 学年暦に関係する行事（主に合発・学舎祭・体
育祭等）の協議について両委員長が召集した場
合

（クラブ執行部で原案作成、合同部長会議に提案、審
議の後大学側に依頼）
第16条　削　除
第17条　合同部長会議における議決は出席者の２分の
１以上の賛成をもって成立とする。
※ 合同部長会議は全クラブの３分の２以上の出席を
もって成立とする。（委任状も含める）
第３節　　文化クラブ連合会執行部

第18条　文化クラブ連合会執行部の構成は次の通りに
する。
・委員長（３年生１名）
・副委員長（両方の事務所より各１名）
・ 渉外委員長（３年生１名、必要に応じて補佐を
置くことがある。）

・渉外（若干名）
・ 会計（３年生１名、必要に応じて補佐をおくこ
とがある。）

・ 書記（３年生１名、必要に応じて補佐をおくこ
とがある。）
（但し人数不足時はその限りではない）

・ 委員長、及び各委員は新年度以前に開かれるリ
ーダース・キャンプに於いて選出する。

・ 委員長、及び各委員は、リーダース・キャンプ
開催時の委員長による任命とする。

第19条　委員長及び各委員の任期は、４月１日より翌
年の３月31日までとする。

第４節　　体育連合会執行部
第20条　体育連合会執行部の構成は次の通りとする。

・委員長（３年生１名）
・副委員長（両方の事務所より各１名）
・ 渉外委員長（３年生１名、必要に応じて補佐を
置くことがある。）
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　　・渉外（若干名）
　　・ 会計（３年生１名、必要に応じて補佐をおくこ

とがある。）
　　・ 書記（３年生１名、必要に応じて補佐をおくこ

とがある。）
　　　（但し人数不足時はその限りではない）
　　・ 委員長、及び各委員は新年度以前に開かれるリ

ーダース・キャンプに於いて選出する。
　　・ 委員長、及び各委員は、リーダース・キャンプ

開催時の委員長による任命とする。
第21条　委員長及び各委員の任期は、４月１日より翌
年の３月31日までとする。

第５節　　リーダース・キャンプ
第22条　リーダース・キャンプは、クラブ総会に次ぐ
議決機関とする。（但し、後期クラブ総会に於いて
保留とされた件に関しては、クラブ総会にかわる最
高議決機関とする。）
第23条　リーダース・キャンプは、各部・同好会・愛
好会相互の親睦を計り、新年度の総計画を立てる。
第24条　リーダース・キャンプは、新年度以前に開か
れる。
第25条　リーダース・キャンプは、文化クラブ連合
会・体育連合会両委員長により招集される。
第26条　リーダース・キャンプは、原則として、各
部・同好会・愛好会より、会計を含む代表者４名、
及びクラブ執行部を以って構成する。
第27条　リーダース・キャンプにおいては最低次の項
に関して審議決定する。
　　・各部・同好会・愛好会の年度活動報告
　　・各部・同好会・愛好会の新年度活動方針
　　・各部・同好会・愛好会の会計報告
　　・クラブ総会において保留とされた議案
　　　（部・同好会・愛好会の昇降格に関する件等）
　　・その他問題事項に関する件
第28条　クラブ昇降格に関する議題においては、当該
部の議決権はこれを有さない。
　　・ 昇格の決定においては、クラブ総会において議

決される。
　　・ 昇格の決定においては、リーダース・キャンプ

において議決される。
　　・ クラブ自ら降格希望願い提出、他団体から提出

いずれも降格願いの決定はクラブ総会において
議決される。

　　・ クラブ自ら降格希望願い提出、他団体から提出
いずれも降格願いの決定はリーダース・キャン
プにおいて議決される。

第29条　リーダース・キャンプにおける議決は２分の
１以上の賛成をもって成立とする。（但しクラブ昇
降格に関しては、３分の２以上の賛成をもって成立
とする。）

第３章　　予　　算
第30条　クラブ連合会の新年度予算はクラブ執行部に
委ねリーダース・キャンプに於いて検討された結果
前期クラブ総会において発表する。

第31条　各部・同好会・愛好会への配当金の配分は原
則として年１回とする。
第32条　会計監査は年１回としその任はクラブ執行部
があたる。
　 　会計監査において不明瞭と判断された領収証が存
在した場合、その金額は学生会費に返還されるもの
とする。

第４章　　補　　則
第33条　本会則中の部・同好会・愛好会とは次のもの
をいう。
　　・ 部とは、活動が本会加盟以来３年以上を必要と

する。
　　・ 同好会とは、活動が本会加盟以来２年以上を必

要とする。
　　・愛好会とは、本会加盟を必要とする。
第34条　本会加盟に関しては左記に定める。
　　一、本会会則第２条の目的に合致していること。
　　一、 新規加盟の決定は、クラブ総会において議決

される。
第35条　本会所属の部・同好会・愛好会が本会を脱会
する場合は当該年度の配当金を10日以内に一括して
クラブ執行部に返還しなければならない。
　　・ 本会脱会の決定についてはクラブ総会において

議決される。
第36条　本会会則第２条の目的に反し、又は、本会運
営に支障をきたすと合同部長会議において全会一致
で認められた場合当該部・同好会・愛好会は本会よ
り除名処分にされる。
　（なお、配当金に関しては35条に準ずる。）
　　・ 緊急事態（顧問欠員等）の場合発覚により10日

以内に文体連委員長あてにその旨提出の後、合
同部長会議にかけられる。

第37条　本会則の改廃はクラブ執行部が原案を作成
し、クラブ総会に提案され、審議し、決定をみなけ
ればならない。
第38条　本会則は昭和56年５月11日より施行される。
第39条　本会運営に支障をきたすクラブに対して文化
クラブ連合会委員長、体育連合会委員長の権限によ
り訓告を下すことができる。
《注意について》
　・ 会計および金銭について、提出日より遅れた場

合、注意処分とする。
　・ 会計および金銭について、提出物遅延の連絡があ

っても指定された日に遅れた場合、注意処分とす
る。

　・ 書き直し等を考え、委任状の提出期限を会議の二
日前にする。それに遅れた場合、注意処分とする。

　・ 委任状を会議の当日や後日提出に来た場合、注意
処分とする。

　・ 不適切な理由で、合同部長会議および総会を途中
退出した場合、注意処分とする。

　・ 無断で合同部長会議および総会を欠席した場合、
注意処分とする。

　・ 合同部長会議および総会において、妨害行為を行
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った場合、注意処分とする。
　・学校からの苦情は、注意処分とする。
　・ 以上の規定に定めていなくても、注意に値すると

思われるものは、注意処分とする。
《警告について》
　・ 会計関連の問題（援助金の不正利用等）が発生し

た場合は、警告処分とする。
　・ リーダースキャンプを無断で欠席した場合は、警

告処分とする。
　・ 以上の規定に定めていなくても警告に値すると思

われるものは、警告処分とする。
《処分について》
　・ 注意三回につき、警告一回とする。警告一回につ

き、次年度クラブ援助金減額処分とする。
　・警告三回につき、来年度、降格処分とする。
　・クラブ援助金の減額
　　部　　　40％減
　　同好会　20％減
　　愛好会　10％減
　※ 警告２回は、部活80％減、同好会40％減、愛好会

20％減となる。
《注意・警告の蓄積期間》
　・１年間（１月１日から12月31日まで）
《蓄積数・処分の発表》
　 注意・警告処分にあたると判断された場合、文書と
メールにて各団体に通知する。

　 注意・警告の蓄積数の発表は、前後期合同部長会
議、クラブ総会にて行う。

　処分の発表はリーダースキャンプで行う。
第40条　新規加盟団体は、加盟後１ヶ月以内に部印を
作成すること。

《新規加盟の手順》
　１　本会会則第34条の条件をみたす
　２　 合同部長会議用書類作成（クラブ執行部手助け

あり）
　３　合同部長会議へ新規加盟願い提出
　４　合同部長会議にて審議（対象団体出席）
　５　 クラブ総会用書類作成（クラブ執行部手助けあ

り）
　６　クラブ総会にて審議（対象団体出席）
　　昭和56年５月11日　制定
　　昭和56年５月28日　改正
　　昭和56年11月17日　改正
　　昭和56年11月21日　改正
　　平成３年２月12日　改正
　　平成４年２月12日　改正
　　平成６年２月10日　改正
　　平成７年２月９日　改正
　　平成９年６月７日　改正
　　平成10年12月６日　改正
　　平成15年４月25日　改正
　　平成22年２月６日　改正

－　48　－

○二松学舎大学サークル規約
（平成19年５月19日制定）

第１章
　 　本規約は、サークル活動における公平性と二松学
舎大学の活動団体であるという意思統一を図ること
を目的として制定する。
第２章
　 　クラブ連合会に所属していない本学の課外活動団
体を総称してサークルと称する。
第３章
　 　サークルのうち、学生会執行委員会が定める所定
の手続きによって承認されたサークルは、公認サー
クルと称する。
　 　また、学生会執行委員会が定める所定の手続きに
よって承認されていないサークルのことは、非公認
サークルと称する。　
第４章
　 　公認サークルは１月１日～12月31日の活動を基準
に、活動報告、決算報告をおこない、活動計画、予
算案を組み立てなければならない。
　 　同じく非公認サークルは１月１日～12月31日の活
動を基準に、活動報告、活動計画を組み立てなけれ
ばならない。

第１節　　公認サークル
第５章
　 　公認サークルの申請・承認は、年１回行われる
『サークル公認審査』の期間に行われる。
第６章
　 　サークル公認審査は学生会執行委員会が管轄し、
認定するものとする。
第７章
　 　公認申請、および公認継続に必要な書類は、以下
のとおりとする。
　　・公認サークル申請用紙
　　・前年活動内容報告書
　　・前年決算報告
　　・今年活動内容計画書
　　・今年予算案
　　・構成員名簿、捺印
　　・出納帳、及び領収証ノート
　 　会計審査において不明瞭と判断される部分が存在
した場合、援助金の返還請求、翌年からの援助金廃
止、非公認サークルへの降格などの処理がおこなわ
れるものとする。
第８章
　 　サークル公認審査を受けるには、以下の条件を必
要とする。
　　・学生会執行委員会の統制に服する。
　　・ 前年度、二松学舎大学または学生会執行委員会

が開催するイベントに最低一つ以上参加した。
　　・ サークル代表組織が設立され、会議が招集され

た場合は速やかに参加する。
　　・必要書類の提出（期間厳守）

　　・会計報告の提出（期間厳守）
　　・構成員数は在学生で最低５名以上とする。
　　・大学の設備を大切に使用している。
　　・２年間の活動実績がある。
　　・顧問がいる。
第９章
　 　本規約第８章で定められた公認条件を満たしてお
らず、かつ公認サークル申請を行いたい場合、その
理由によっては学生会執行委員会で審議し、特例と
して公認サークルへの継続、または昇格が認められ
る場合がある。そのような公認サークルを特別公認
サークルと称する。
第10章
　 　公認サークルと認められたサークルには、学生会
執行委員会より以下の権利が与えられる。
　　・ 学外行事へ、二松学舎大学公認サークルとして

の参加できる権利
　　・学内行事へ、優先的に参加できる権利
　　・ 活動費として、サークル援助金を受け取ること

ができる権利
　　・サークル棟内にある部屋を使用できる権利
第11章
　 　サークル援助金は、申請のあった公認サークルの
みに支給されるものとする。
　 　それに伴い、公認サークルには年ごとの決算を行
う義務を有する。
　 　また、サークル援助金は、サークル公認審査され
た年の学生総会の後、速やかに支給されるものとす
る。

第２節　　非公認サークル
第12章
　 　非公認サークルの結成には、構成員５名以上を必
要とし、代表を１名置く。
　　また、以下の書類を提出しなければならない。
　　・非公認サークル申請用紙
　　・前年活動内容報告書
　　・今年活動内容計画書
　　・構成員名簿（各自要捺印）

第３節　　補則
第13章
　 　非公認サークルから公認サークルへの昇格を希望
する場合、最低２年間、サークル公認申請期間にお
いて以下の書類を提出しなければならない。
　　・公認サークル申請用紙
　　・前年活動報告書
　　・前年決算報告
　　・今年活動内容報告書
　　・今年予算案
　　・構成員名簿（各自要捺印）
　　・出納帳、及び領収証ノート
　 　提出資料に不備がある場合、また援助金の配布が
不必要とされる場合は、昇格は認められないものと
する。

134

学

生

生

活

学

生

生

活

各
セ
ン
タ
ー
、図
書
館
及
び

ラ
ー
ニ
ン
グ・コ
モ
ン
ズ
等
の
利
用

各
セ
ン
タ
ー
、図
書
館
及
び

ラ
ー
ニ
ン
グ・コ
モ
ン
ズ
等
の
利
用

資

　

　

　

料

資

　

　

　

料

学

則
・

規

程

集

学

則
・

規

程

集

CAMPUS_LIFE2020_本文.indd   134 2020/02/20   9:14




